
独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所・地域研究センター東南アジアＩＩ研究グループ・主任研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２５１２

基盤研究(B)（一般）

2017～2012

構造推定を用いた発展途上国市場と産業発展の分析－東南アジア二輪車産業の事例

The Analysis of Developing Country Markets and Industrial Development Using 
Structural Estimation: The Motorcycle Industry in Southeast Asia

５０４５０５０７研究者番号：

藤田　麻衣（Fujita, Mai）

研究期間：

２４３１０１９１

平成 年 月 日現在３０   ６ １４

円    12,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究は構造推定アプローチを用いて、インドネシアとベトナムにおける二輪車産業
の構造を需要側と供給側の双方から定量的に把握することを試みた。需要面では、両国で収集したデータを用い
て需要の価格弾力性、支払意志額の推定を行い、両国の消費者需要の相違を明らかにするとともに、需要関数推
定を通じ企業の製品ポジショニング・品質選択行動も推測した。供給面でも、独自で収集したデータセットを用
い、両国の部品生産および取引関の違いを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：By using the structural estimation approach, this study sought to grasp 
quantitatively the structure of the motorcycle industry in Indonesia and Vietnam from both the 
demand and supply sides. On the demand side, using the original sales data collected in the two 
countries, we analyzed the differences in consumer demand characteristics by estimating the price 
elasticity of demand and the willingness-to-pay. We also estimated the manufacturers' product 
positioning and quality choice by estimating the demand function. On the supply side, we shed light 
on the differences in the component production and transactional relationships in the two countries 
on the basis of our original dataset. 

研究分野： ベトナム地域研究、産業・企業研究
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１．研究開始当初の背景 
21 世紀初頭まで、世界の産業にとっての主

要市場は先進国にあった。先進国のリード企
業（最終製品の製造企業）は、生産拠点を発
展途上国に移転させつつ、高度な需要に対応
すべく効率的な生産体制の構築にしのぎを
削ってきた。しかし、近年、最終消費財の市
場が途上国へと移りつつある。一部の途上国
においては、需要の拡大や消費者行動の質的
変化が新たな企業の参入や企業の戦略の変
化を誘発し、産業発展や途上国企業の成長へ
のオプションを大きく変化させつつある。 
途上国の市場を舞台とした新たな産業発

展のダイナミズムは、アジア諸国で庶民の足
として普及してきた二輪車産業で顕著にみ
られる。先行研究は、東南アジア最大の二輪
車市場であるインドネシアとベトナムを対
象とした定性的分析に基づき、（1）製品の機
能や品質を強みとする日系二輪車企業と低
価格を強みとする地場組立企業が熾烈に競
争していること、（2）二輪車企業間の競争が
部品企業の成長に影響を及ぼしていること、
を明らかにした。 
しかしながら先行研究は、市場や産業の体

系的把握に基づいていないがゆえの限界が
あった。すなわち、需要側と供給側の要因が
どのように作用した結果として生産者余剰
や消費者厚生がどのように変化したのか、ま
た生産側が生み出した余剰がバリューチェ
ーン内のアクターの間でどのように配分さ
れたかは明らかにされてこなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、市場を巡る需要側と供給

側の行動と、それらの相互作用を明示的かつ
定量的に分析するための「構造推定」という
アプローチを用いて、発展途上国の市場と産
業の構造を統合的に把握することにある。 
先進国・途上国の二輪車企業間の競争に牽

引され、著しい成長を遂げたベトナムとイン
ドネシアの二輪車産業をとりあげ、（1）両国
の二輪車市場がどのような特性をもつか、
（2）少数企業による製品レベルでの活発な
参入・退出を通じた差別化競争、品質や機能
向上、ブランド構築がどの程度の消費者・生
産者余剰をもたらしたか、（3）生み出された
生産者余剰が生産に携わるアクター間でど
のように分配されているかを定量的に把握
する。本研究は統一的尺度に基づく両国の市
場・産業構造の体系的理解に資するとともに、
二輪車産業の発展を規定する基盤的情報を
得ようとしている。また、産業基盤に乏しい
他の発展途上国の産業発展を促進するため
の企業戦略、産業政策、そして二輪車から別
の交通手段へのモーダルシフトなど、都市政
策への含意も導く。 

 
３．研究の方法 
本研究は次の 4つのステップを踏んで行わ

れた。第 1 に、全国の店舗における消費者レ

ベルの二輪車購入データ収集を通じた需要
面の把握である。2015 年に、ベトナムとイ
ンドネシア両国の調査機関の協力を得つつ、
二輪車販売店において二輪車販売について
の調査を実施し、調査対象期間の各店舗にお
けるすべての販売について、車種、価格、割
賦の利用に関する情報、購入者および世帯の
特徴についてのデータを収集した。店舗の標
本抽出は代表性を保つ形で行われた。 
第 2 に、独自のサプライヤー・ネットワー

クデータの構築を通じた供給面の把握であ
る。2016 年に両国の調査機関の協力を得つ
つ外資および地場サプライヤーの聞き取り
調査を行い、各社の企業戦略、二輪車企業と
の取引関係、能力とマネジメント・プラクテ
ィスに関する詳細なデータを収集した。 
このように、需要と供給両面の独自データ

ベースをそれぞれマイクロレベルで作成・整
備することによって、二輪車市場を詳細かつ
体系的に把握することが可能となった。 
第 3 に、需要と供給のデータをそれぞれ吟

味することで二輪車の需要と供給のすがた
を明らかにし、市場の基本的特性を明らかに
した。特に需要面については、二輪車購入の
マイクロデータに各購入機種の機能属性を
結びつけ、どの所得レベルの個人が、何の職
業に就いており、どういった使用目的で、ど
の機能をもつ二輪車を購入しているかを追
跡しうるデータベースを新たに作成した。 
その上で、異質な消費者による二輪車とい

う耐久消費財への購入行動モデルを作成し
た。具体的には、ロジットモデルの選択確率
として市場シェアを定式化し、操作変数を用
いて需要関数を推定した。次いで、需要関数
の推計を通じて推定された価格弾力性と、所
得・職業・使用目的といった消費者異質性の
関係を調べた。また、推定された価格弾力性
に基づき支払意志額（willingness-to-pay）と
生産者の限界費用を推計することで、所得階
層のどの区分で消費者・生産者余剰が最も大
きいかを突き止める作業も行った。 
第 4 に、サプライヤー・ネットワークデー

タを企業レベル、取引レベルに立ち入って分
析し、両国の部品生産・取引構造の相違を抽
出した。現在、ここまでの観察に基づき、部
品サプライヤーの能力形成・外部機会の程度
が二輪車企業との交渉を通じて一体どの程
度の利益を生み出し得るかを明らかにする
作業を行っている。 

 
４．研究成果 
現段階までに得られた研究成果として次

の 2 点がある。第 1 の研究成果は消費者需要
理解への貢献に資するものである。そこでは
二輪車の販売面に注目し、需要の価格弾力性、
支払意志額の推定を通じて、ベトナムとイン
ドネシア両国間の消費者需要の相違を明ら
かにした。更に需要関数推定を通じ、企業の
製品ポジショニング・品質選択行動も推測し
た。第 2 の研究成果は企業能力形成の深い理



解に貢献するものである。独自のサプライヤ
ー・ネットワークデータの分析を通じて、両
国の部品生産・取引の相違を明らかにした。 
第 1 の消費者需要については、特に次の 4

つの基本的な問いに答えることに取り組ん
だ。（1）豊かな家計と貧しい家計がそれぞれ
購入した二輪車の特徴・機能にはどれくらい
の差がみられるのか、（2）差別化された財の
選択にあたって、購入価格は所得に対しどの
程度敏感であり、需要の価格弾力性と支払意
志額の推定値に両国の間で違いがみられる
のか、（3）こうした消費者で構成される両国
の市場において、二輪車企業各社はどのよう
なポジショニング戦略をとっているのか、
（4）推定された消費者・生産者余剰が両国
でどの程度異なっており、所得・職業・使用
目的といった消費者の異質性毎にこれら経
済厚生が変わり得るのかである。 
第 1 の問いについて、インドネシアに比べ

てベトナムでは、豊かな家計と貧しい家計が
購入したバイクの機能差・価格差がより大き
いことが分かった。つまり、ベトナムでは豊
かな家計と貧しい家計が購入する二輪車の
特徴が大きく異なるものの、インドネシアで
はその特徴の差は小さい。まずは、割賦販売
の普及度の差が両国の違いを説明しうると
推測される。また、購入機種の特徴の差を説
明する上で、ベトナムでは所得差だけでなく、
男女差も大きく、両国では消費者の異質性の
現れ方が異なっていることも分かった。 
第 2 の問いについて、両国ともに、需要の

価格弾力性の推定値が統計的に有意に大き
いことが分かった。また、価格弾力性から推
定される支払意志額の推定値にも両国の間
で差があることも分かった。 
第 3 の問いについては、二輪車企業各社の

製品ポジショニングを考察した結果、競合他
社よりも低い費用で同等の便益を提供する
ことで多くの価値を創出するコスト優位戦
略、高い便益を持つ製品を同等の費用で提供
することでより多くの価値を創出する便益
優位戦略、両者を追求する戦略の 3 つに分類
されることが分かった。 
第 4 の問いについても、所得分布に応じて

需要の価格弾力性と消費者余剰が異なるだ
けでなく、生産者余剰も大きく異なることが
分かり、この背後には、二輪車企業の複雑な
価格設定・品質選択行動があることが推測さ
れた。 
二輪車市場は製品レベルの参入・退出が極

めて活発であり、ここでの消費者異質性と生
産者余剰の関係についての考察を助けるべ
く、現在、多種多様なバラエティの幅の選択
と、品質選択行動の両方を織り込んだ供給モ
デルを作成している。 

 
次に二輪車部品供給に目を転じ、第 2 の研

究成果を述べる。サプライヤー・ネットワー
クデータの分析では、次の 3 つの問いに答え
ることに取り組んだ。（1）両国のサプライヤ

ー・ネットワークの階層の分布に違いがある
のか、（2）両国の二輪車部品サプライヤーの
売上構造はどの程度異なっていて、階層によ
る差がみられるのか、（3）こうした売上構造
の相違は何に由来していて、売上における外
部機会の存在は二輪車部品取引における交
渉力とどのような関係にあるのかである。 
第 1 の問いについては、サプライヤー・ネ

ットワークの基本統計量を考察した結果、１
次サプライヤー比率はベトナムがインドネ
シアに比べやや多い一方、2 次サプライヤー
比率は両国でほぼ変わらず、3 次サプライヤ
ー比率はインドネシアがやや多かった。1 次
サプライヤーが 2次サプライヤーも兼ねる割
合も、両国で大きくは変わらなかった。 
第 2 の問いについては、サプライヤーの売

上の構造、および過去 5 年間の売上構造の変
化において、両国間に大きな違いがあること
が分かった。売上に占める二輪車部品供給の
比率、および最大顧客への二輪車部品供給か
らの売上比率ともに、ベトナムの方がインド
ネシアを上回った。過去 5 年間の変化をみる
と、インドネシアのサプライヤーよりもベト
ナムのサプライヤーの方が最大顧客からの
売上比率を大きく減らしてきたものの、二輪
車部品を供給する最大顧客への売上比率は
ベトナムの方が未だ大きい。従って、インド
ネシアの二輪車部品サプライヤーの方が販
売先の多様化が進んでいると言える。 
それでは、この両国の差は何に由来してい

るのか。この第 3 の問いについては、四輪車
部品供給というオプションの有無が影響し
ていると考えらえる。サプライヤーの売上に
占める四輪車部品の比率はインドネシアが
ベトナムを大きく上回る。また、同比率は過
去 5年間にインドネシアで増加したのに対し
ベトナムではほとんど変化していない。イン
ドネシアの二輪車部品サプライヤーは四輪
車部品供給のネットワークにも組み込まれ
ているのに対し、ベトナムではそうではない
という違いが鮮明となった。他方、ベトナム
のサプライヤーは二輪車、四輪車部品供給以
外の市場開拓に積極的である。二輪車、四輪
車以外の市場への部品販売比率では、ベトナ
ムがインドネシアを大きく上回るうえ、ベト
ナムでは同比率が増加傾向にある。 
今後はこうした基本的な観察に基づき、部

品サプライヤーにとっての外部機会の差が
取引相手である二輪車企業との交渉の結果
もたらされる取り分の差を左右するかを実
証する。さらに、取引相手となる二輪車企業
のポジショニング戦略と二輪車企業・部品サ
プライヤー間の交渉の関係についても考察
する。すなわち、便益優位戦略を取る二輪車
企業との交渉、およびコスト優位戦略を取る
二輪車企業との交渉において、サプライヤー
の取り分がどれくらい異なるかを推定する。 
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